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４. ご参考資料

目次

• 本日はメイテック決算説明会にご参加いただきありがとう
ございます。

• では、2022年3月期 業績、中期経営計画の進捗、
2023年3月期 業績予想、を説明させて頂きます。

• 「ご参考資料」は、のちほどご覧ください。
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１．２０２２年３月期 業績
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• まず、2022年3月期の業績を説明します。
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 前期⽐で売上⾼は10.9％増収、営業利益は25.2％増益
 当期純利益は、メイテック、メイテックフィルダーズの税負担軽減により、前期⽐で31.5％の増益

２０２２年３月期業績 グループ連結

(百万円未満切捨て)

2021年3月期
実績

2022年3月期
実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

2022年3月期
通期予想

予想比
増減額

96,626 107,140 ＋10,514 ＋10.9% 107,000 ＋140

72,203 78,917 ＋6,714 ＋9.3% 78,600 ＋317

原価率 74.7% 73.7% ▲1.1%

14,188 15,405 ＋1,217 ＋8.6% 16,100 ▲695

10,234 12,817 ＋2,582 ＋25.2% 12,300 ＋517

営業利益率 10.6% 12.0% ＋1.4% 11.5% ＋0.5%

10,306 12,948 ＋2,641 ＋25.6% 12,500 ＋448

△4 △ 5 ―

10,301 12,942 ＋2,640 ＋25.6%

7,028 9,240 ＋2,211 ＋31.5% 8,400 ＋840

当期純利益率 7.3% 8.6% ＋1.4%

15.8% 20.6% ＋4.8%

13.5% 16.5% ＋3.0%

売上高

売上原価

販売管理費

営業利益

経常利益

特別損益

税引前当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

自己資本当期純利益率（ROE）

総資産経常利益率（ROA）

• グループ連結の業績です。
• 2022年3月期は、新型コロナウイルス感染症の影響により、

断続的に経済活動が制限されるなど、先行きは依然として
不透明な状況ですが、経済活動が正常化に向かう中、
当社のお客さまである大手製造業各社においても、
次代を見据えた技術開発投資は徐々に持ち直しが進み、
当社の受注も順調に回復しました。

• このような状況の中、
売上高は、前期比10.9％増収の1,071億40百万円、
営業利益は25.2％増益の128億17百万円、
当期純利益は31.5％増益の92億40百万円となりました。

• なお、売上高は稼働率、稼働時間が予想を上回ったため、
営業利益は販管費の費消が予想を下回ったため、
それぞれ予想を上回りました。
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 エンジニアリングソリューション事業、エンジニア紹介事業共に前期⽐で増収増益

２０２２年３月期 グループ・セグメント

(百万円未満切捨て)

2021年3月期
実績

2022年3月期
実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

95,521 105,715 ＋10,194 ＋10.7%

構成比 98.9% 98.7% ▲0.2%

9,960 12,343 ＋2,382 ＋23.9%

1,216 1,530 ＋313 ＋25.8%

構成比 1.3% 1.4% ＋0.2%

273 474 ＋200 ＋73.1%

エンジニアリングソリューション事業 売上高

エンジニア紹介事業　売上高

営業利益

営業利益

• グループ・セグメントの業績です。
• エンジニアリングソリューション事業は

前期比で売上高は10.7％の増収、
営業利益は23.9％の増益となりました。

• エンジニア紹介事業は、紹介決定数の増加等により、
増収増益となりました。
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(百万円未満切捨て)

2021年3月期
実績

2022年3月期
実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

2022年3月期
通期予想

予想比
増減額

71,452 77,010 ＋5,557 ＋7.8% 77,000 ＋10

53,438 56,503 ＋3,064 ＋5.7% 56,300 ＋203

原価率 74.8% 73.4% ▲1.4% 73.1% ＋0.3%

9,414 9,960 ＋546 ＋5.8% 10,500 ▲540

8,600 10,546 ＋1,946 ＋22.6% 10,200 ＋346

営業利益率 12.0% 13.7% ＋1.7% 13.2% ＋0.4%

9,547 11,125 ＋1,578 ＋16.5% 10,800 ＋325

△ 4 △ 5 ―

9,542 11,120 ＋1,577 ＋16.5%

6,823 8,051 ＋1,228 ＋18.0% 7,500 ＋551

90.4% 94.3% ＋3.9% 93.8% ＋0.5%

8.31 8.42 ＋0.11 ＋1.3% 8.40 ＋0.02

562 628 ＋66 ＋11.7% 702 ▲74

新卒採用数 399 462 ＋63 ＋15.8% 462 ― 

中途採用数 163 166 ＋3 ＋1.8% 240 ▲74

5.6% 5.8% ＋0.2% 5.4% ＋0.4%

7,281 7,472 ＋191 ＋2.6%

採用数〈名〉

退職率

エンジニア社員数〈名〉

特別損益

売上高

売上原価

販売管理費

営業利益

経常利益

税引前当期純利益

当期純利益

稼働率（全体）

稼働時間〈h/day〉

 前期⽐で売上⾼は7.8％増収⇒エンジニア社員増員と稼働率の改善に伴う稼働⼈員数の増加など
 営業利益は22.6％増益⇒売上⾼増収が、エンジニア社員増員に伴う労務費等原価の増加と販管費

増加等を吸収したため

２０２２年３月期業績 メイテック

社内⽬標

• メイテック単体の業績です。
• 積極採用によりエンジニア社員数の増加と、稼働率改善に

伴う、稼働人員数の増加により、
売上高は前期比7.8％増収の770億10百万円、
営業利益は22.6％増益の105億46百万円、
当期純利益は18.0％増益の80億51百万円となりました。

• なお、エンジニア社員数は、前期比で2.6％の増員、
稼働率は、受注環境の回復に伴い、受注に対する配属を
進められたことから、前期比＋3.9％増加の94.3％となりま
した。

• 稼働時間につきましては時間外労働の回復により、前期
比で増加し、1日当たり8.42時間という水準になりました。
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(百万円未満切捨て)

2021年3月期
実績

2022年3月期
実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

2022年3月期
通期予想

予想比
増減額

売上高 21,308 25,814 ＋4,505 ＋21.1% 25,600 ＋214

売上原価 16,542 20,015 ＋3,472 ＋21.0% 19,750 ＋265

原価率 77.6% 77.5% ▲0.1% 77.1% ＋0.4%

販売管理費 3,586 4,067 ＋480 ＋13.4% 4,300 ▲233

営業利益 1,178 1,731 ＋552 ＋46.9% 1,550 ＋181

営業利益率 5.5% 6.7% ＋1.2% 6.1% ＋0.7%

経常利益 1,177 1,732 ＋555 ＋47.1% 1,550 ＋182

特別損益 ― — ―

税引前当期純利益 1,177 1,732 ＋555 ＋47.1%

当期純利益 805 1,337 ＋531 ＋66.0% 1,060 ＋277

稼働率（全体） 85.0% 89.0% ＋4.0% 88.7% ＋0.3%

稼働時間〈h/day〉 8.29 8.39 ＋0.10 ＋1.2% 8.38 ＋0.01

839 913 ＋74 ＋8.8% 1,102 ▲189

新卒採用数 217 302 ＋85 ＋39.2% 302 ― 

中途採用数 622 611 ▲11 ▲1.8% 800 ▲189

9.3% 13.5% ＋4.2% 12.5% ＋1.0%

3,394 3,793 ＋399 ＋11.8%

採用数〈名〉

退職率

エンジニア社員数〈名〉

 前期⽐で売上⾼は21.1％増収、営業利益は46.9％増益、エンジニア社員数は11.8％増加
 当期純利益は、税負担の軽減により、前期⽐で66.0％の増益

２０２２年３月期業績 メイテックフィルダーズ

社内⽬標

• メイテックフィルダーズの業績です
• メイテック同様、エンジニア社員数の増加、稼働人員数の増

加などで、
売上高は前期比21.1％増収の258億14百万円、
営業利益は46.9％増益の17億31百万円、
当期純利益は66.0％増益の13億37百万円となりました。

• 積極採用により、エンジニア社員数は前期比で11.8％と
大きく増員しました。

• 稼働率は、エンジニア社員数の増加に加え、メイテック同様、
受注環境の回復に伴い、配属を進められたことから、前期
比で4.0％増加の89.0％となりました。

• なお、稼働時間はメイテックと同様の理由で、前期比で増加
し、8.39時間の水準となりました。
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• メイテックとメイテックフィルダーズの売上高で、前年同期
対比の増減内訳です。

• 増収の主な要因は、メイテック、メイテックフィルダーズ共に
「稼働人員数の増加」、「稼働時間の増加」です。
影響額は記載の通りとなっています。

11

11

21,308

＋4,438 ＋254 ▲186 25,814
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 メイテック、メイテックフィルダーズ共に、増収の主要因は「稼働⼈員数の増加」 「稼働時間の増加」

メイテック メイテックフィルダーズ

売上高前年同期比較

71,452
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＋999
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0
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MEITEC MEITEC FIELDERS その他/Others

 3⽉末のエンジニア社員数は11,265 名（前年3⽉末⽐＋590名、＋5.5％）
 4⽉1⽇時点では、過去最⾼の12,152名で新年度スタート

エンジニア社員数 グループ連結

東⽇本
⼤震災

リーマン
ショック

（名/Person）

前中期計画 現中計

4⽉1⽇時点
12,152名

• グループのエンジニア社員数の推移です。
• 3月末のエンジニア社員数は、

前年3月末比＋590名、＋5.5％増の11,265名、
4月1日には、新卒社員を迎え、過去最高の12,152名で
新年度をスタートしました。

• メイテック、メイテックフィルダーズ共に順調に増員ができてお
ります。
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 3⽉末エンジニア社員数は7,472名（前年3⽉末⽐＋191名、＋2.6％）
 4⽉新卒⼊社数は474名、過去最⾼の7,918名で新年度をスタート

エンジニア社員数 メイテック

中途採⽤と
退職率低減の両⽴

新卒採用

（名/Person）

東⽇本
⼤震災

リーマン
ショック 前中期計画

4⽉1⽇時点
7,918名

現中計

• 続いて、メイテック単体のエンジニア社員数の推移です。
• 3月末のエンジニア社員数は、前年3月末比＋191名、

＋2.6％増の7,472名、4月1日に新卒社員474名を迎え、
過去最高の7,918名で新年度をスタートしております。

13



14

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

'07/4 '08/4 '09/4 '10/4 '11/4 '12/4 '13/4 '14/4 '15/4 '16/4 '17/4 '18/4 '19/4 '20/4 '21/4 '22/4

 3⽉末エンジニア社員数は3,793名（前年3⽉末⽐＋399名、＋11.8％）
 4⽉新卒⼊社数は411名、過去最⾼の4,234名で新年度をスタート

エンジニア社員数 メイテックフィルダーズ

新卒採用

（名/Person）

中途採⽤と
退職率低減の両⽴

4⽉1⽇時点
4,234名

現中計前中期計画

リーマン
ショック

東⽇本
⼤震災

• メイテックフィルダーズのエンジニア社員数の推移です。
• 3月末のエンジニア社員数は、前年3月末比＋399名、

＋11.8％増の3,793名となりました。
また、4月1日に新卒社員411名を迎え、
過去最高の4,234名で新年度をスタートしております。
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新卒採⽤（2022年4⽉⼊社）
• コロナ禍で学⽣の就活⼿法や企業選択の多様化が進

む中、企業の理系採⽤ニーズは更に⾼まり、採⽤競争
は激化

採⽤⼈数は前期⽐を上回ることができた
これは、学⽣の安全確保を第⼀にしつつ、コロナ
禍においても学⽣志向（成⻑意欲等）を⼤切
にし、⽣涯プロエンジニアとしての働き⽅を訴求
する採⽤活動を実⾏できたことが主因

新卒採⽤（2022年4⽉⼊社）
• コロナ禍で学⽣の就活⼿法や企業選択の多様化が進

む中、企業の理系採⽤ニーズは更に⾼まり、採⽤競争
は激化

採⽤⼈数は前期⽐を上回ることができた
これは、学⽣の安全確保を第⼀にしつつ、コロナ
禍においても学⽣志向（成⻑意欲等）を⼤切
にし、⽣涯プロエンジニアとしての働き⽅を訴求
する採⽤活動を実⾏できたことが主因

２０２２年３月期の採用実績

中途採⽤（2022年3⽉期）
• 即戦⼒技術者ニーズは、コロナ禍以前より

さらに過熱し、採⽤環境は厳しい状況が継続
 採⽤基準を保持しつつ、中⻑期の成⻑、発展
を⾒据えた積極採⽤を推進

 採⽤チャネルの拡⼤による有効⺟集団形成に
苦戦

中途採⽤（2022年3⽉期）
• 即戦⼒技術者ニーズは、コロナ禍以前より

さらに過熱し、採⽤環境は厳しい状況が継続
 採⽤基準を保持しつつ、中⻑期の成⻑、発展
を⾒据えた積極採⽤を推進

 採⽤チャネルの拡⼤による有効⺟集団形成に
苦戦

（名）
期初社内目標

10/28公表
社内目標

期初目標比 10/28公表比 前期比 期初予想
10/28公表
内定者数

期初予想比 前期比

462 240 240 166 ▲74 ▲74 628 ＋66 480 499 474 ▲6 ＋12

302 1,000 800 611 ▲389 ▲189 913 ＋74 400 424 411 ＋11 ＋109

764 1240 1040 777 ▲463 ▲263 1,541 ＋140 880 923 885 ＋5 ＋121

21年3月期比 ＋148 ▲8 ＋140 10/28公表比 ▲38

22年4月入社新卒採用数

２０２３年３月期（２０２２年度）

21年4月入社
新卒採用数

採用数
合計

メイテック

メイテック
フィルダーズ

合計

２０２２年３月期（２０２１年度）

中途採用数

15

• 次に、採用の状況です。
• まず、中途の採用市場は、即戦力技術者ニーズの高まりを

受け、コロナ収束後の拡大成長に向けて各社で採用活動
は過熱しております。
採用環境は厳しい状況が継続していますが、採用基準を保
持した上で、チャネル拡大等、さまざまな工夫をこらして積
極採用を推進しました。結果としてグループ全体の採用人
数は、社内目標を下回りましたがこの水準の採用ができて
います。

• 次に、新卒採用です。
• 企業の理系学生の採用ニーズは依然として衰えておりませ

ん。厳しい環境の中でも、採用基準保持を前提に、コロナ
禍ではありますが学生の皆様、ご家族、大学の皆様に、安
心安全を感じてもらえるように、柔軟、かつ機動的に、さま
ざまな工夫をこらした結果、
グループ全体で、前期比＋121名の採用人数増加を達成し
ました。
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退職率/Turnover ratio 中途採用率/Mid-career ratio
新卒採用率/Newly graduated ratio
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450

100

101 124 109 137 181
304 321 308
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1,211 1 ,3 0 0
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中途/Mid-career
新卒/Newly graduated
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220

379 378
299 338 308

357
418

399 462 474
500
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185

220 181

156 111 138
163

209

163

166

280

0

115

405

599 559

455 449 446

520

627
562

628

754

9 0 0

'10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '21 '22 '23

中途/Mid-career
新卒/Newly graduated

東⽇本
⼤震災

 採⽤環境は厳しいが採⽤基準は保持

メイテック メイテックフィルダーズ（名/Person） （名/Person）

予想

予想

予想 予想

予想

採用と退職

東⽇本
⼤震災

予想

• 採用者数と採用率・退職率の推移です。
• メイテックの2021年度の採用率は8.3％で、伸び率は昨年

より増加しました。
一方、退職率は5.8％と引き続き低い水準を維持しており、
その結果として、増員に寄与しました。

• メイテックフィルダーズの2021年度の採用率は24.9％で、
伸び率は昨年より若干減少しましたが引き続き高い水準で
推移しております。
退職率は13.5％と、昨年より増加しました。

• 2022年度の予想は、昨年に引き続き、メイテックフィルダー
ズの中途採用で増加を見込んでいます。

• 詳細については、のちほど説明します。

16
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メイテック/Meitec
メイテックフィルダーズ/Meitec Fielders

95％

 稼働率は順調に推移⇒受注に応えて、エンジニア社員の配属を進めたため

メイテックフィルダーズ

メイテック東⽇本
⼤震災

リーマン
ショック

年間

前中計

稼働率

現中計

• 稼働率の推移です。
• メイテック、メイテックフィルダーズ共に、

受注環境の回復に伴い、受注に応えて配属を促進した
結果、稼働率は順調に増加しています。

17
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'08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '21
未稼働エンジニア/Unassigned 稼働エンジニア/Number of engineers assigned to the clients

'08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '21
未稼働エンジニア/Unassigned 稼働エンジニア/Number of engineers assigned to the clients

リーマン
ショック

東⽇本
⼤震災

東⽇本
⼤震災

リーマン
ショック

メイテック メイテックフィルダーズ

前中期計画 前中期計画

 積極採⽤でエンジニア社員数は増加、また、受注に応えて配属を進めた結果、稼働⼈員数も増加

稼働人員数(売上の主要素)

現中計 現中計

• 稼働人員数の推移です。
• 感染拡大前からの積極採用による「エンジニア社員数の増

加」と、受注に応えて配属を進めた結果、稼働人員数は確
実に伸長している状況です。

18



• 対価の推移です。
• 高い品質を維持することにこだわっております。メイテック

の対価は業界平均を大きく超えて、約5,400円の水準となり
ました。
これを維持するためには、採用基準の保持、並びに市場が
求める技術に適合できるキャリア形成が必要不可欠です。

• これからも需要と供給の関係に拠る対価獲得では無く、
エンジニア一人ひとりの高いアウトプットに基づいた対価を
獲得できる状態、「適正対価の獲得」に努めてまいります。

19
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対価・単価・（レート）＝[市場価値]

¥4,814 ¥4,824
¥4,958 ¥5,004 ¥5,022 ¥5,045 ¥5,066 ¥5,113 ¥5,166

¥5,235 ¥5,286 ¥5,324
¥5,397

¥3,596

¥3,466

¥3,576

¥3,552 ¥3,520 ¥3,548

¥3,586 ¥3,614 ¥3,654 ¥3,715
¥3,806 ¥3,841 ¥3,830

2,000
'10/3 '11/3 '12/3 '13/3 '14/3 '15/3 '16/3 '17/3 '18/3 '19/3 '20/3 '21/3 '22/3

メイテック/Meitec
メイテックフィルダーズ/Meitec Fielders

約/approx.

¥3,800
(推定/estimate)

<業界平均>
<The average of temporary engineers staffing industry>

(yen/H） ※期末⽉時点の契約対価
Average Rate at the end of each fiscal year
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× × × ×

売上高売上高

原価

コントロール不可企業努力でコントロール可能

対価・単価
[市場価値]

（円/Ｈ）

エンジニアの
アウトプット

ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄ

UP

UP

マッチング

受注営業

UP

UP

稼働率
（％）

稼働時間
（H/day）

日数
240

（day/year）

お客さまの指示

退職

採用

UP

Down

エンジニア

社員数
（人）

 「稼働率と対価」を維持・向上しながら、エンジニア社員数の増員が成⻑の鍵

売上高・原価の概要

• エンジニアリングソリューション事業の売上高・原価の構成
要素です。

20



• 次に稼働時間の推移です。
• 前期大幅に減少した時間外労働が回復したことに伴い、

稼働時間は前期比で大幅に増加しました。
• 稼働時間は、お客さま先の業務指示でございますので、

ノンコントロールではありますが、稼働時間0.1時間の変動
で売上高は約1％変動することから、業績影響の大きい指
標の一つとして、今後も継続して注視していきます。
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21
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9.2
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 時間外労働が回復し、稼働時間は増加

メイテックフィルダーズメイテック
（H/day） （H/day）

稼働時間

リーマン
ショック

東⽇本
⼤震災

リーマン
ショック

東⽇本
⼤震災前中期計画 前中期計画現中計 現中計



• 月間新規受注動向の推移です。
• 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により前期は

約200件近くの水準まで大きく落ち込んだ受注件数も、お客さ
まのコロナ収束後の拡大成長を見据えた動向から、徐々に持
ち直しが進んでおり、同時に、現在の中計で取り組んでおりま
す、エンジニアソリューションの提案営業の強化を行ってまい
りました。その当社の積極的な営業活動により、約350件を超
える水準となりました。

• 依然として、新型コロナウイルス感染症の収束見込みが立っ
ておらず、直近ではウクライナ・ロシア紛争を起因とする世界
的なエネルギー危機、あるいは食料といったグローバル経済
に影響を与えるような事象、北米の政策金利引き上げによる
円安、中国コロナ感染による閉鎖、隔離などが、企業経済、
業績に与える影響は、まだまだ不透明、予断を許さない状況
ですが、現状は当社の事業活動においては、ダイレクトに影
響が出るような兆候は出ておりません。

• 今後も経済動向に注視しつつ、攻めの営業活動を行いながら、
新規受注獲得、配属促進を実施してまいります。
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 メイテック単体の⽉間新規受注は回復傾向

リーマン・
ショック

東⽇本
⼤震災

350

前中期計画

月間新規受注 メイテック

200

現中計



• メイテックのお客さまの売上TOP10です。
• TOP10圏内に入るお客さまの顔ぶれに大きな変化は

ないように見えます。しかしながらも、技術革新のスピードはま
すます速まっており、業務内容も年々変化しています。お客様
の名前は変わっていませんが、業務の内容は常に変わってい
る、変えてきているとご理解いただければと思います。

• メイテックでは、幅広い分野で開発テーマに即したお客さまの
ニーズにお応えできる業務に対応できるように契約変更を行っ
ています。

• また、業務内容を常に変えつつ、エンジニアにとって
常に新しい技術領域、あるいはキャリア形成ができるような
意図的なローテーションを図ることで、お客さまに対して
高付加価値なサービスを提供できるように取り組んでおります。

• 特定のお客さまに偏（かたよ）らず、幅広い業務領域のサービ
スを展開することは、まさしくメイテックの強みですので、
これからもその強みを活かして取り組んでまいります。

23
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 お客さま（個別企業）に関する事項および具体的計数の公表は差し控えます

お客さまの売上TOP10 メイテック

(百万円) 

1 三菱重工業　様 1 三菱重工業　様 1 デンソー　様

2 デンソー　様 2 デンソー　様 2 ソニーセミコンダクタソリューションズ　様

3 キヤノン　様 3 3

4 パナソニック　様 4 4 パナソニック　様

5 トヨタ自動車　様 5 パナソニック　様 5 ニコン　様

6 ニコン　様 6 ニコン　様 6 トヨタ自動車　様

7 ソニーセミコンダクタソリューションズ　様 7 デンソーテン　様 7 日立ハイテク　様

8 川崎重工業　様 8 日立ハイテク　様 8 ＳＵＢＡＲＵ　様

9 三菱航空機　様 9 ＳＵＢＡＲＵ　様 9 デンソーテン　様

10 オムロン　様 10 日本製鉄　様 10 テルモ　様

トップ10社合計 17,673 25.2% トップ10社合計 17,589 24.6% トップ10社合計 18,937 24.6%

トップ20社合計 24,788 35.4% トップ20社合計 25,145 35.2% トップ20社合計 27,186 35.3%

その他 45,295 64.6% その他 46,308 64.8% その他 49,824 64.7%

合計 70,083 100.0% 合計 71,452 100.0% 合計 77,010 100.0%

2017年3月期　（2016年度） 2021年3月期　（2020年度） 2022年3月期　（2021年度）

トヨタ自動車　様

ソニーセミコンダクタソリューションズ　様 三菱重工業　様



• 業種別の売上高です。
• 前年度に引き続き、「自動車関連」が高い比率を占めています

が、5年前、10年前とは全く異なる分野であることをご理解くだ
さい。

• 従前の内燃機関におけるパワートレインではなく、
電動化というキーワードの中で、EV、FCV、ハイブリットといっ
たパワートレイン系、また、それに付随するドライブトレイン、
自動運転を起点とするセンシング、制御などを含めた、
あらゆる分野への転換を図っている状況です。
それにお応えしながら自動車関連、無人化・自動化といった
生産性を向上させるための産業機器、あるいは電気、電子、
ソフトウェア関係といった様々な分野に対し、意図的にエンジ
ニアがキャリア形成と市場価値を高められるよう、他の業界や
分野にシフトしながら取り組んでおります。

• そして、これからもお客さまからのニーズに漏れなくお応えし
続けられるよう、努めてまいります。

• 以上、2022年3月期の業績とその指標についてお説明致しま
した。
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24

21,161

3,936

10,154

8,339

3,658

7,437

4,636

3,372

6,964

2,878

357

4,113

自動車／輸送機器（航空機を除く）

航空機・ロケット

産業用機器／機械器具および装置

精密機器

情報通信機器

電気・電子機器／電気機械器具設計

半導体・集積回路

半導体製造装置

情報処理／ソフトウェア開発・運用

プラント

建築

その他計

'19

'20

'21

（百万円）

自動車

27.5%

産業用

機器

13.2%電気電子

機器

9.7%

航空機、

ロケット

5.1%

その他

44.6%

業種別売上高 メイテック

 お客さま（個別企業）別の内訳や⾒通しの公表は差し控えます（計数はご参考資料に掲載）
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２．中期経営計画の進捗

中期経営計画の記述に関する注意事項

1. 中期経営計画を開示する本資料中の定量目標は、業績予想とは異なります。
新型コロナウイルス感染症の拡大と長期化懸念が業績に与える影響は、
反映していません。

2. 本資料中の定量目標などは、あくまで、経営チームの強い意志に基づく
中長期的な戦略を示すものに過ぎません。当社はこれらについて情報を
更新する義務を負いません。

3. 正式な業績予想は証券取引所規則に基づく決算短信の開示をご参照下さい。

25

• 続いて、中期経営計画の進捗についてご説明します。
• 2020年4月からスタートした

中期計画「The Transformation」は、最終年度である
3期目を迎えました。

• コロナ禍から現中期経営計画が始まり、今もその渦中にあ
りますが、持続可能な未来創りに貢献するべく、事業モデ
ルを変革し、今まで培った高い品質を維持しながらグルー
プ一体で高付加価値を追求し、世の中にとって唯一無二
の企業グループへの変革を目指して取り組んでいます
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売上拡大売上拡大

基本方針・重点施策

グループ一体で高付加価値を追求して事業モデルを改革グループ一体で高付加価値を追求して事業モデルを改革

利益率向上利益率向上
収益増強収益増強

基
本
方
針

重
点
施
策

 設計開発の
デジタル化を
大きく増やす

 最上級Primeの
エンジニアリング
ソリューションを
提供

 地域（エリア・
ブロック）へ
権限を委譲

 オペレーションの
標準化を進め、
効率を向上

経営トップ直轄で
最上級Primeの

• エンジニア集団を
創る

• 技術営業チームを
築く

• 業務要件を再定義

• デジタル化の促進

• 量的拡大と
デジタル化・成長領域への移動を加速

• 制度や基準を迅速果断に革新

再掲

27

• 中期計画の基本方針3つ、重点施策4つを再掲しています。
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中期計画2期目の進捗

グループ一体で高付加価値を追求して事業モデルを改革グループ一体で高付加価値を追求して事業モデルを改革

重点施策

• 高い技術力によるソリューション提案営業が進展

• 実績でエンジニア社員の挑戦意欲を醸成

2期目の進捗状況

設計開発のデジタル化を
大きく増やす

最上級Primeの
エンジニアリング
ソリューションを提供

地域（エリア・ブロック）へ
権限を委譲

オペレーションの標準化を
進め、効率を向上

• 市場・技術動向に基づく提案営業を強化

• 業務に要する技術教育を拡充

• 積極採用を継続

• 地域の特色に応じた教育と採用を推進

• 生産性を高める業務の見極めに注力

28

• 各重点施策における進捗状況は記載の通りです。
• 2期目は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が断続

して継続する中、
一部施策の実施時期や方法の見直し等を行いながらも、
高い技術力を活かしたソリューション提案営業の
推進や積極採用の推進など、重点施策を着実に実施しま
した。

• 中計最終年度となる3期目も、引き続きPrime、高付加価
値の提供サービスを起点とするエンジニアリングソリュー
ション提案営業の確立、並びに、質を担保しつつ、
エンジニア社員の増員を図り、意思決定のスピードを高め
ていけるよう、取り組んでまいります。
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• 2期目の実績は御覧の通りです。
コロナ禍で、一部施策の実施時期や方法の見直し等で、
期初予想を下回りました。

• しかしながら、次につながるという観点で、3期目予想は、中
期経営計画に対しお客さまとエンジニアの満足度向上を目
指し、重点施策を継続して実践してまいります。
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2020年度 2021年度 2022年度 中期経営計画

実績 実績 業績予想 目標

売上⾼ 966億円 1,071億円 1,190億円 1,350億円

営業利益 102億円 128億円 154億円 180億円

営業利益率 10.6% 12.0% 12.9% 13%

当期純利益 70億円 92億円 105億円 120億円

ＲＯＥ 15.8% 20.6% 23.3% 25%以上

売上⾼ 715億円 770億円 830億円 900億円

営業利益 86億円 105億円 123億円 135億円

営業利益率 12.0% 13.7% 14.8% 15%

売上⾼ 213億円 258億円 310億円 400億円

営業利益 12億円 17億円 22億円 36億円

営業利益率 5.5% 6.7% 7.1% 9%

 グループ
連結

メイテック

メイテック
フィルダーズ

業績予想・中期計画の進捗

参照Page25:中期経営計画の記述に関する注意事項



• 2023年3月期の業績予想について説明します。
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３．２０２３年３月期 業績予想
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(百万円未満切捨て)

2四半期累計
予想

前期比
増減額

前期比
増減率

下半期予想
3Q＋4Q

売上高 119,000 ＋11,859 ＋11.1% 57,300 ＋6,384 ＋12.5% 61,700

売上原価 86,200 ＋7,282 ＋9.2% 42,000 ＋3,925 ＋10.3% 44,200

販売管理費 17,400 ＋1,994 ＋12.9% 8,500 ＋996 ＋13.3% 8,900

営業利益 15,400 ＋2,582 ＋20.1% 6,800 ＋1,463 ＋27.4% 8,600

営業利益率 12.9% ＋0.9% ― 11.9% ＋1.4% ― 14.0%

経常利益 15,500 ＋2,551 ＋19.7% 6,800 ＋1,394 ＋25.8% 8,700

10,500 ＋1,259 ＋13.6% 4,500 ＋950 ＋26.8% 6,000

131.04 ▲210.52 56.16 ▲74.28

'23年3月期
公表予想

前期比
増減額

前期比
増減率

親会社株主に帰属する当期純利益

(※)1株当たり当期純利益（EPS）

 売上⾼は前期⽐+11.1％の1,190憶円、営業利益は同⽐+20.1％の154億円、
当期純利益は同⽐+13.6％の105憶円

 販売管理費は同⽐+12.9％⇒エンジニア社員増加による営業職等の増強などを⾒込む

２０２３年３月期業績予想 グループ連結

※2022年7⽉1⽇を効⼒発⽣⽇として、普通株式1株につき3株の割合で株式分割を実施する前提で、
当該株式分割が⾏われたものと仮定して、１株当たり当期純利益(EPS)を算出しています。
なお、当該株式分割を考慮しない場合の1株当たり当期純利益は、2四半期(累計)は168.48円、通期は393.13円となります。

• グループ連結の業績予想です。
• 直近の稼働状況、エンジニア社員増員と、稼働率の改善

に伴う稼働人員数の増加を見込み、
売上高は前期比11.1％増収の1,190億円、
営業利益は前期比20.1％増益の154億円、

• 当期純利益は前期比13.6％増益の105億円としました。
• なお、販管費は前期比＋12.9％の増加を見込んでいます。
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• メイテック単体の業績予想です。
• 売上高は前期比7.8％増収の830億円、

営業利益は前期比16.6％増益の123億円としました。
• 販管費の増加理由は、エンジニア社員の採用目標数の

増加等による採用経費の増加や営業職等増強による
関連費用の増加を見込んでいるためです。

• これらを背景として、
当期純利益は前期比14.3％増益の92億円としました。

• なお、稼働率は足下の稼働状況に加え、
新入社員（新卒・キャリア）の早期配属を見込んでいるため、
前期比1.5％増加の95.8％を見込んでいます。
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２０２３年３月期業績予想 メイテック
 売上⾼は前期⽐+7.8％、営業利益は同⽐+16.6％、当期純利益は同⽐+14.3％の予想
 販売管理費は同⽐+10.4％⇒エンジニア採⽤⽬標数の増加や営業職等の増強などを⾒込む

(百万円未満切捨て)

2四半期累計
予想

前期比
増減額

前期比
増減率

下半期予想
3Q＋4Q

売上高 83,000 ＋5,989 ＋7.8% 40,000 ＋3,158 ＋8.6% 43,000

売上原価 59,700 ＋3,196 ＋5.7% 29,200 ＋1,723 ＋6.3% 30,500

原価率 71.9% ▲1.5% 73.0% ▲1.6% 70.9%

販売管理費 11,000 ＋1,039 ＋10.4% 5,500 ＋582 ＋11.9% 5,500

営業利益 12,300 ＋1,753 ＋16.6% 5,300 ＋852 ＋19.2% 7,000

営業利益率 14.8% ＋1.1% 13.3% ＋1.2% 16.3%

経常利益 13,200 ＋2,074 ＋18.6% 6,200 ＋1,172 ＋23.3% 7,000

当期純利益 9,200 ＋1,148 ＋14.3% 4,300 ＋829 ＋23.9% 4,900

稼働率（全体） 95.8% ＋1.5% 94.2% ＋3.2% 97.4%

稼働時間〈h/day〉 8.42 ― 8.36 ― 8.47

採用数〈名〉 754 ＋126

新卒採用数 474 ＋12 22年4月

中途採用数 280 ＋114 実績比

退職率 5.8% ― ＋26

'23年3月期
公表予想

前期比
増減額

前期比
増減率

2023年4月入社の
新卒採用目標数

500



33

２０２３年３月期業績予想 メイテックフィルダーズ
 売上⾼は前期⽐+20.1％、営業利益は同⽐+30％→稼働⼈員数の⼤幅な増加を⾒込む
 販売管理費は同⽐+18％⇒エンジニア採⽤⽬標数の増加や営業職等の増強などを⾒込む

(百万円未満切捨て)

2四半期累計
予想

前期比
増減額

前期比
増減率

下半期予想
3Q＋4Q

売上高 31,000 ＋5,185 ＋20.1% 14,600 ＋2,612 ＋21.8% 16,400

売上原価 23,950 ＋3,934 ＋19.7% 11,450 ＋2,024 ＋21.5% 12,500

原価率 77.3% ▲0.2% 78.4% ▲0.2% 76.2%

販売管理費 4,800 ＋732 ＋18.0% 2,200 ＋275 2,600

営業利益 2,250 ＋518 ＋30.0% 950 ＋311 ＋48.9% 1,300

営業利益率 7.3% ＋0.6% 6.5% ＋1.2% 7.9%

経常利益 2,250 ＋517 ＋29.9% 950 ＋310 ＋48.6% 1,300

当期純利益 1,550 ＋212 ＋15.9% 650 ＋211 ＋48.4% 900

稼働率（全体） 93.3% ＋4.3% 90.2% ＋6.3% 96.2%

稼働時間〈h/day〉 8.39 ― 8.34 ― 8.43

採用数〈名〉 1,211 ＋298

新卒採用数 411 ＋109 22年4月

中途採用数 800 ＋189 実績比

退職率 11.6% ▲1.9% ＋39

'23年3月期
公表予想

前期比
増減額

前期比
増減率

2023年4月入社の
新卒採用目標数

450

• メイテックフィルダーズの業績予想です。
• 売上高は前期比20.1％増収の310億円、

営業利益は前期比29.9％増益の22億50百万円としました。
• 販管費は、採用数増加を見込み、前期比18.0％の増加を

見込んでいます。
• なお、稼働率は、エンジニア社員数増加による稼働人員数

の増加と、配属ペースの加速を見込んでいるため、
前期比4.3％増加の93.3％を見込んでいます。
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新卒採⽤（2023年4⽉⼊社）
• 近年の売り⼿市場継続の中、企業の採⽤活動が早期化して

おり、採⽤競争の激化が進む
 インターンシップ等を通じ、⽣涯プロエンジニアとしての『職業
を軸にした働き⽅』を学⽣に訴求

 学⽣の安全確保を第⼀にしつつ、学⽣志向（成⻑意欲な
ど）を⼤切にした採⽤活動を継続

※ 設計・開発部⾨で最先端技術や最新の製品開発に
携わるソリューション提供を継続して実現していくため、
採⽤基準は下げない

新卒採⽤（2023年4⽉⼊社）
• 近年の売り⼿市場継続の中、企業の採⽤活動が早期化して

おり、採⽤競争の激化が進む
 インターンシップ等を通じ、⽣涯プロエンジニアとしての『職業
を軸にした働き⽅』を学⽣に訴求

 学⽣の安全確保を第⼀にしつつ、学⽣志向（成⻑意欲な
ど）を⼤切にした採⽤活動を継続

※ 設計・開発部⾨で最先端技術や最新の製品開発に
携わるソリューション提供を継続して実現していくため、
採⽤基準は下げない

２０２３年３月期の採用目標

中途採⽤（2023年3⽉期）
• 即戦⼒技術者ニーズは、引き続きコロナ禍以前を上回り、採

⽤環境は厳しい状況が継続
 採⽤チャネルを拡⼤し、「⽣涯プロエンジニア」の働き
⽅、キャリアアップに対する考え⽅を
積極的に発信し、採⽤数確保を⽬指す

 採⽤基準を保持しつつ、中⻑期の成⻑、発展を⾒据
えた積極採⽤を推進

中途採⽤（2023年3⽉期）
• 即戦⼒技術者ニーズは、引き続きコロナ禍以前を上回り、採

⽤環境は厳しい状況が継続
 採⽤チャネルを拡⼤し、「⽣涯プロエンジニア」の働き
⽅、キャリアアップに対する考え⽅を
積極的に発信し、採⽤数確保を⽬指す

 採⽤基準を保持しつつ、中⻑期の成⻑、発展を⾒据
えた積極採⽤を推進

（名）

22年4月入社
新卒採用数

採用数合計

（実績） ＜目標＞ 前期比 ＜目標＞ 前期比 ＜目標＞ 前期比

474 280 ＋40 754 ＋52 500 ＋26

411 800 ▲200 1,211 ▲91 450 ＋39

885 1,080 ▲160 1,965 ▲39 950 ＋65

２０２３年３月期 ２０２４年３月期

メイテック

メイテック
フィルダーズ

合計

23年4月入社
新卒採用数

中途採用数

• 続いて、採用目標です。
• 当年度の中途採用目標は、

メイテックは280名、メイテックフィルダーズは800名としていま
す。

• 即戦力技術者のニーズは高く、厳しい環境でございますが、
メイテックフィルダーズはミドル領域Ｎｏ.１を目指し、積極採用
を継続してまいります。

• 新卒採用目標は、グループ全体で、今年4月の入社者数を
65名上回る、950名としました。
新聞記事によると、大卒採用目標数ランキングでは、
日本企業全体では16番、理工系学生だけでは2番目の規模で
あり、大きな水準と認識しています。

• 高い目標ではありますが、多くの方々をメイテックグループの
一員として、お迎えできるように、そして、理工系の学生の
方々を中心として、エンジニアとして今後生涯にわたって活躍
できる環境と、お客様の技術開発に貢献できるような事業活
動を促進するためにも、採用を強化していきたいと思います。
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• 続いて利益配分についてです。
• 現時点で、自己資本の“質と量”は概ね充実しているため、

基本方針に則して総還元性向は、100%以内と考えていま
す。
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1. ⾃⼰資本の“質と量”が充実していること
2. 資⾦残⾼が事業運営上の必要資⾦*を上回っていること

(*連結売上⾼の⽉商3ヶ⽉分)

1. ⾃⼰資本の“質と量”が充実していること
2. 資⾦残⾼が事業運営上の必要資⾦*を上回っていること

(*連結売上⾼の⽉商3ヶ⽉分)

業績連動型配当︓連結当期純利益の50％以上

⾃⼰株式の
取得・

保有・消却

配当

2018年11⽉改定
2017年5⽉改定
2011年5⽉改定
利益配分⽅針 総還元性向︓ 100％以内を原則

最低限の配当︓連結株主資本配当率(DOE)5％

取得︓総還元性向と配当性向の⽔準を勘案して適宜実施

保有︓発⾏済総数の5％を上限

利益配分に関する基本方針

 自己株式は、経営計画の目標達成等に向けて、今後の成長戦略の実行と成長に伴うリスクに対処していく機動的な
財務政策を可能とするために保有

消却︓上限超を当期末までに消却

 新中期計画の利益配分は、資本と資⾦の質と量の充実度を踏まえ、既定⽅針に従う
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 2021年度の期末配当は139円、中間配当78円50銭と合わせて年間配当⾦は217円50銭
 2022年7⽉1⽇を効⼒発⽣⽇として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を実施

⇒1株当たり79円の年間配当、総還元性向は100.3％、配当性向は60.3％を予想
※1株当たりの配当⾦は、株式分割の影響を加味して遡及修正

(百万円)

利益配分の実績と予想

2,344 2,387 1,891 2,136
2,724

3,223 3,188
3,143

3,713

3,606

1,500 1,700
2,000

3,399

4,200

7,067
7,275 7,033

9,248

10,530

80.0% 80.0%

100.1% 100.1% 100.3%

1 0. 0%

3 0. 0%

5 0. 0%

7 0. 0%

9 0. 0%

1 10 .0 %

'18 '19 '20 '21 '22(予想)

中間配当
期末配当
⾃⼰株式取得
総還元性向

＠¥28.00 ＠¥28.83
＠¥22.83 ＠¥26.17

＠¥34.00

＠¥38.50 ＠¥38.50

＠¥38.50

＠¥46.33

＠¥45.00

＠¥66.50 ＠¥67.33

＠¥61.33

＠¥72.50
＠¥79.00

63.3%

61.5%

71.9%

63.7%

60.3%

1 0. 0%

2 0. 0%

3 0. 0%

4 0. 0%

5 0. 0%

6 0. 0%

7 0. 0%

'18 '19 '20 '21 '22(予想)

期末配当
中間配当
配当性向

• 最後に、利益配分の実績と予想です。
• 2022年3月期の期末配当は、当期純利益が業績予想を上

回ったため、昨年10月に公表した配当予想の
一株当たり107円から32円引き上げて、139円で、
株主総会へ上程します。

• 中間配当金78円50銭と合わせて年間配当金は217円50銭
となり、33円50銭の増配となります。

• なお今年度は、本日リリース致しましたが、2022年7月1日
を効力発生日として、普通株式1株につき3株の割合で株
式分割を実施致します。
これに伴い、資料に記載の1株当たりの配当金は、
株式分割の影響を加味した数値に遡及換算修正させてい
ただいております。

• したがって、2022年度は、年間配当79円、利益配分は基本
方針に即して総還元性向100.3％、配当性向60.3％の予想
としております。

• 私からの説明は以上です。今後ともご理解、ご支援の程、
宜しくお願い致します。ご清聴、ありがとうございました。
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